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研究成果の概要（和文）：本研究では，スコットランドにおける歴史的建造物の保存制度につい

て明らかにするとともに，ヘレンズバラにおける歴史的建造物の保存と活用の現状，およびケ

ーススタディとして歴史的建造物の保存と活用に関する詳細な調査を実施した。その結果，歴

史的建造物の保存制度は，2011 年 12 月に SHEP に取り込まれ，歴史的環境の保護といったよ

り広範な枠組みの中に位置付けられるようになった。また，保存と活用の現状については，95
件の登録建築の中には用途が変更され大規模な改修がなされ活用されているケースが見受けら

れた。さらに，ケーススタディを通して，歴史的建造物の室内環境は良好であるが，保存と活

用の実現には居住者の理解が重要であることなどが見出された。 
 
研究成果の概要（英文）：In the study, the preservation system of the historic buildings in 
Scotland was clarified, and it investigated that current state of preservation and use of 
historic buildings in Helensburgh. As a result, the preservation system of the landmark 
was taken into SHEP in December, 2011, and came to be located to a wider frame where the 
historical environment was protected. Moreover, the case where the usage was changed in 
listed 95 buildings and it was performed and a large-scale repair has been used was seen 
about the current state of preservation and use. In addition, the resident's understanding 
was found to be important etc. to the achievement of preservation and use though the 
indoor environment of the historic building was well through the case study.   
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１．研究開始当初の背景 
地球環境への配慮や人類の文化遺産の保

全が求められる現代において，歴史的建造物

の保存活用は重要な側面であり，これはサス
テナブル建築と密接な関連を有すると考え
られる。「サステナブル建築と地球環境建築
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の展望」に示されるように，サステナブル建
築はサステナブル・デベロップメントがレス
ター・ブラウンにより提唱され，国連のブル
ントランド委員会での報告「我ら共有の未
来」（1978 年）やリオデジャネイロの地球サ
ミット（1992 年）から広く認知されるよう
になった。その後，我が国においては，建築
関係 5 団体の取り組みにより，2000 年 6 月
に制定された地球環境・建築憲章に発展する。
サステナブル建築の定義は，「①地域レベル
および地球レベルの生態系の収容力を維持
する範囲内での建築のライフサイクルを通
して，省エネルギー，省資源，リサイクル，
有害物質の排出抑制を図り，②その地域の気
候，伝統，文化および周辺環境と調和しつつ，
③将来にわたって人間の生活の質を適度に
維持，向上させていくことができる建築物」
とされている。このような中，歴史的建造物
の保存活用は，現在の住生活や住環境のあり
方に求められている地球環境との調和とい
った今世紀の学術的な課題を包含しており，
地域文化の創造にも繋がる社会資本の保存
と現代生活への活用手法に発展するもので
ある。 
 歴史的建造物の保存活用については，英国
において先駆的に取り組まれておりその歴
史は長い。国内の既往研究では，大橋が英国
の中でもイングランドを中心にした登録建
造物制度の歴史的変遷と私的所有権にかか
わる問題についての考察を行い，様々な試行
錯誤の結果，制度化がなされてきたとしてい
る。建築物の保存と現代生活での活用に関連
する研究では勝又らの建築物の劇場・ホール
への転用に関する研究があり，英国の劇場・
ホールの内，建物の転用がなされているもの
は全体の 35%を占め，その中で別用途からの
施設は 22.4%になるとしている。また，スコ
ットランドにおける歴史的建築物の保存活
用に関する動向には，スコットランド政府関
連の行政組織であるヒストリック・スコット
ランドの活動がある。ヒストリック・スコッ
トランドは，次世代へスコットランドの遺産
を継承することを目的とした活動を行って
おり，建築物を含む人類の様々な創造物を対
象とした保存活動や教育活動を実施してい
る。具体的には，伝統的な価値を有する人類
の創造物を A～C(S)の 3 段階にカテゴリー分
類し，各カテゴリーに対応した保存活用指針
の提示を行うとともに，保存活用に関する専
門的なアドバイス，および経済的支援などを
実施している。 
 一方，研究の継続性の観点では，本研究の
取組は平成 17年度から 18年度にかけて実施
した科学研究費補助金（萌芽研究）「英国に
みる高齢者施設の機能を有する歴史的建築
物の保存・活用に関する萌芽研究」による成
果を発展させるものである。平成 17-18 年度

の研究では，現在は高齢者施設として転用さ
れている歴史的建造物ケアンドゥを対象と
した保存活用の実態について明らかにした。
本研究では，ケアンドゥで得られた知見を背
景に，ケアンドゥと同じ地域に位置する他の
歴史的建造物の保存と現代生活への活用手
法について考究するものである。これにより，
歴史的建造物の保存と活用手法に関するノ
ウハウが蓄積され，今後の我が国における住
環境や住生活・生活造形の計画に有用な知見
を得ることが可能となるものと考える。 
 
２．研究の目的 

英国のスコットランドには，数多くの歴史
的建造物が登録されている。北方に位置する
スコットランドは，日本の長野県や新潟県な
どと同様に寒冷な気候条件を示す地域であ
る。寒冷地域における歴史的建造物の活用上
の特徴は，歴史的建造物の現代生活への活用
を行う場合，衣食住に関わる生活様式の変化
への対応とともに，断熱や暖房，エネルギー
種別などの建築構法，設備への対応が必要と
なることである。そのため，建築計画上のソ
フトとハードの両面において増改築が行わ
れ，歴史的建造物の保存と現代生活への活用
手法に関して種々の具体的な事例を見出す
ことが可能である。 

以上より，本研究は，スコットランド地方
に数多く存在する歴史的建造物の内，ヘレン
ズバラの保全地区内における歴史的建造物
に関する調査を通し，現代生活の多様な用途
に活用されながら保存されている歴史的建
造物の保存活用手法について考究すること
を目的とする。また，特に現代の住生活にお
ける建築物の保存活用に焦点を絞り調査を
進め，伝統的な生活造形の保存とともに現代
生活における生活財の活用の立場からのア
プローチを試みる。 
 これまでの我が国における建造物の保存
活用に関する既往の研究では，歴史・美術的
な価値の保存・修復に重点がおかれた成果が
主であった。しかし，近年においては建造物
の用途の変更や改修により，現代生活への適
応を試みながら建造物の保存・修復を行う事
例が報告されはじめている。このような社会
的背景には，地球環境への配慮や地域生活に
おける社会資本の整備・有効活用などが望ま
れていることがある。また，建造物の保存と
住生活での活用を同時に行う場合，建造物の
造形的な要素だけではなく，地域の気候風土
条件や生活スタイルに適応した暖冷房や厨
房・衛生機器などの設備・材料面での対策が
必要であり，建造物の保存活用の立場からの
技術的な検討と工夫が重要となる。 
本研究では，建造物の保存活用の観点から歴
史・美術的価値の保存・維持管理と現代生活
における活用という性格の異なる要素の調



和的な手法のあり方に着目しており，先駆的
に取り組みが実施されている英国の特定地
域においてフィールド調査を実施し，生活造
形，および技術的な側面の双方から歴史的建
造物の保存活用手法に関する知見を見出す
点において，学術的な特色を有する。また，
本研究の内容はサステナブル建築に通ずる
ことから，対策が急がれている地球環境保護
の潮流にも密接に関連するものである。 
 調査対象とする英国のスコットランドに
位置するヘレンズバラは，世界遺産に登録さ
れているエディンバラや近代産業革命の源
であり日本の近代化に密接な関わりを持つ
グラスゴーといった歴史・経済・技術的に伝
統ある都市を有する地方にあり，歴史的建造
物が数多く存在する地域である。また，住環
境は我が国と同様に沿岸地域に位置してお
り，気候は寒冷な地域にある。このように，
国際的に見ても歴史的かつ中心的な位置づ
けにあり，我が国と多くの共通点を有する地
域において，現代の住生活に適応した歴史的
建造物の保存活用に関する様々な取り組み
ついて調査しデータを蓄積することは，今後
の我が国における建築行政や地域活動，さら
には新たな経済活動の創造に有効な知見を
与えるものと考える。 
 さらに，本研究における新たな点は，調査
地域と調査内容，および研究組織に集約され
る。本研究における調査地域は，既往の英国
研究に多いイングランドではなくスコット
ランドに位置するヘレンズバラである。本研
究においてへレンズバラに着目する理由は，
前述のようにスコットランドが我が国と多
くの共通点を有することとともに，マッキン
トッシュなどの我が国の生活造形との関係
が深いデザイナーの建造物が現存している
ことによる。また，調査内容については，既
往の歴史的建造物に関する研究では主に形
態・造形的な価値に主眼がおかれていたが，
本研究においては形態・造形的価値とともに
現代の住生活への適応の観点からの新たな
提案を試みようとするものである。一方，良
好で特色ある地域環境の保存の観点から我
が国においても伝統的建造物保存地区の制
度が昭和 50 年に発足しているが，多くの地
区は観光資源となっているのが現状である。
本研究での調査対象であるヘレンズバラも
歴史的建造物の保存地区となっているが，地
域内では地域住民の日常生活が快活に行わ
れ建造物の保存と活用が上手く調和した地
域である。このことから，まちづくりの面に
おいても有用な知見を得ることが可能であ
ると考える。 
 
３．研究の方法 
本研究は，平成 21 年度から平成 23 年度の

3 年間実施した。調査地域である英国のヘレ

ンズバラを対象に， 1)歴史的建造物に関する
資料収集，2)歴史的建造物の初段階分布マッ
プの作成，3) 歴史的建造物の保存活用制度の
調査，4) 現代の住生活における歴史的建造物
の保存活用に関する実態調査，5)歴史的建造
物の分布マップの作成，6)歴史的建造物の保
存活用手法の検討，を行った。 
 
４．研究成果 
(1)スコットランドにおける歴史的建造物の
保存制度について 
①歴史的建造物の保存に関する制度は，
SHEP （ SCOTTISH HISTORIC 
ENVIRONMENT POLICY December 
2011）の中に取り込まれている。SHEP は歴
史的な環境に対するスコットランド政府の
政策であることから，歴史的建造物の保存制
度は，歴史的環境の保護といったより広範な
枠組みの中に体系的に位置づけられながら
重要な役割を担っており，長期的な政策の中
で継続的な投資などが行われながら活動が
行われている。そして，その活動においてヒ
ストリック・スコットランドの果たす役割は
重要であるとともに，地方自治体や他の機関
や団体との連携が確保されながら取り組ま
れている。 
②歴史的建造物の評価は，a)造年代と希少性，
b)建築学的，あるいは歴史的価値，c)限定的
な歴史的関係性の 3つの観点から実施されて
いる。このことから，登録される建造物の評
価基準は単に建築年代だけではなく，建造物
の希少価値や特殊性，歴史的観点からの重要
性など，地域の伝統や文化，史実の保存の観
点から策定されているものである。 
③実際の歴史的建造物の選定を行う主体は
ヒストリック・スコットランドである。ヒス
トリック・スコットランドは建造物の選定調
査をする際に，建造物の所有者，地方公共団
体，専門家と連携を取りながら，歴史的建造
物の選定を行う。歴史的建造物として指定さ
れる建築物は，以下の３つのカテゴリーに分
類されている。 
【カテゴリーA】 
国内または国際的なレベルにおいて，建築的，
あるいは歴史的，あるいはひとつの時代様式
をそのままの状態で保っている重要な建造
物。 
【カテゴリーB】 
 地方的なレベルで重要，あるいはある程度
の変更がなされているものの，ひとつの時代
様式の事例となる建造物。 
【カテゴリーC(S)】 
 カテゴリーA，B には該当しないが，時代
様式や建築様式において希少性があり地域
的なレベルで重要な建造物。 
④歴史的建造物の管理運用については，様々
な対応がなされている。建築物の変更につい



ては，歴史的建築物に指定されていても可能
であるが，手続きの流れとしては，歴史的建
造物を管理している地方公共団体において，
建築物の変更に際し歴史的な環境の保護の
観点からの条件について同意を経た上で，建
築許可申請をすることにより変更が可能と
なる。また，歴史的な建造物の所有者を支援
する体制も整えられており，これらの支援体
制は，主にヒストリック・スコットランドと
地方自治体からの交付金として実施されて
いる。 
(2)へレンズバラの保存地区における歴史的
建造物の保存と活用の実態について 
①ヘレンズバラの保存地区における歴史的
建造物の分布状況をマッピングした結果，保
存地区内で登録されている建造物数は現在
95 件である。ヘレンズバラの保存地区内には
数多くの歴史的建造物が密集しており，個々
の建物の価値だけではなく，地域全体が歴史
的環境を形成していることからも非常に重
要な地域であると考えられる。 
②保存地区内の 95 件の歴史的建造物につい
て，マッピングした Map 番号に対応させな
がら，それぞれの歴史的建造物の「名称」，「カ
テゴリー」，「登録日」，「所在地」，「現地での
確認の有無」の情報について，データベース
化を行った。その結果，カテゴリーA 登録の
建造物は全体の 8%（8 件），カテゴリーB 登
録の建造物は全体の 63%（60 件），カテゴリ
ーC(S)登録の建造物は全体の 29%（27 件）
である。スコットランド全体のカテゴリー比
率はカテゴリーAとBの合計が60%程度であ
ることから，ヘレンズバラの保存地区におけ
る歴史的地建築物の集積価値は非常に高い
と考えられる。また，歴史的建造物への登録
は 1971 年 5 月 14 日から 1993 年 9 月 24 日
までに行われているが，全体の 82%の 82 件
が 1993 年 6 月 30 日に登録されている。 
③ヘレンズバラの保存地区における歴史的
建造物の保存・活用の実態を明らかにするた
めに，現地踏査による歴史的建造物の確認と
画像データの収集を実施した。その結果，現
代生活における歴史的建造物の活用の観点
からは，ヘレンズバラの歴史的建造物の多く
は，オリジナルの用途が別荘であったことか
ら現在も住居として活用されている。しかし
ながら，大規模の邸宅については 2 戸世帯用
の住宅に分割される事例や，B&B といった
ホテルや学校への転用が見受けられた。また，
居住者属性の観点では，地域住民の高齢化が
見受けられ，歴史的建造物の維持・管理も含
めた地域の活性化が望まれ，さらに歴史的建
造物のバリアフリー化についても検討が必
要と考える。 
(3)歴史的建造物の保存と活用のケーススタ
ディについて 
①20 世紀初頭に W. リーパーが増築・改修を

行い現在も住居として活用されているタイ
ナマラについて，当時の増築・改修の内容と
現在に至るまでの変遷について考察した。タ
イナマラが歴史・伝統的建造物のカテゴリー
B として登録されたのは 1993 年であるが，
1904 年にリーパーによって行われた 19 世紀
の邸宅の増築･改修，その後の 1988 年に行わ
れた増築・改修の変遷をみると，既存建物を
生かしながら居住者の生活要求に適応させ
る計画がなされている。また，現オーナー夫
人のケイト・ベネット氏も建造物に愛着を持
ってその維持管理を実施している。 
②さらに，冬季と夏季の温熱環境の現状につ
いて測定を行った結果，夏季冬季ともに室温
は安定した変動を示し，良好な温熱環境を形
成している。また，インテリアに使用されて
いる木質系材料の保存環境条件の観点から
は，夏季においては良好な環境条件に近い値
を示す部屋が多いが，冬季においては良好な
環境条件よりも低湿側を示し，歴史的建造物
の保護に関し，冬季の低湿対策が必要である
ことが推察される。 
③スコットランドにおける小学校の校舎を
住宅に改築し，高齢者夫婦が生活する建物に
おいて長期間の温熱環境測定を実施した結
果，相対湿度については顕著な乾燥状態は見
受けられず，良好であると考えられる。一方，
室内の気温については，気温の日・年変動は
小さいが，冬季における気温において，やや
低温の状態であることが示され，暖房上の工
夫の必要性が示唆された。 
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